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１．はじめに 

近年，高速道路の道路橋において，種々の要因により

劣化した RC床版を，耐久性に優れ，かつ急速施工が可

能なプレキャスト PC床版に取り替える事例が増えてい

る．床版の継手構造は，継手としての実績が多く，特殊

な加工を必要としないループ継手が基本として採用さ

れているが，床版厚の低減が課題とされている．そこで

本研究では，床版厚の低減を目的としてループ鉄筋を傾

斜配置した改良型ループ継手を開発した（表－1）1)．本

報では，改良型ループ継手構造を有する実物大のプレキ

ャスト PC床版試験体を用いて実施した，輪荷重走行試

験について報告する． 

２．試験概要 

図－1に試験体形状寸法を，図－2に継手位置断面図

を示す．試験体は，活荷重作用時に床版下縁で 2N/mm2

程の引張応力が生じる程度にプレストレスを橋軸直角

方向に導入したプレキャスト PC床版を 2 枚製作後，間

詰部を打設し 1 枚版とした 1 方向 PRC 床版である．試

験体形状は長さ 4.5m，幅 2.8mとし，支間部の床版厚は

220mm とした．ループ鉄筋には D19 を使用し，ループ

鉄筋の傾斜角度は，D22 ループ鉄筋を使用した場合に必

要な床版厚 240mm を 220mm まで低減できる角度であ

る 62.1°とした．表－2に材料特性値一覧を示す．コン

クリートの設計基準強度は 50N/mm2 とし，間詰部は膨

張コンクリートを使用した．鉄筋は SD345，PC 鋼材は

SWPR7BL 1S15.2 を使用した． 

試験は(株)G&U 技術研究センターが保有する輪荷重

走行試験機（写真－1）を用いて行った．支持条件は支

間 2.5mの単純支持とし，幅 500mm，長さ 3mの間（図

－1破線部）を繰返し走行する往復載荷とした．荷重ス

テップ図を図－3に示す．本試験では 100 年相当耐久性

の確認として既往の文献 2)を参考に，250kN×10 万回を

実施した．その後，プレキャスト部と間詰部間の目地か

らの漏水の有無を確認する水張試験を行った．水張試験

表－1 ループ継手比較イメージ 

 

 

図－1 試験体形状寸法（単位：mm） 

 

図－2 継手位置断面図（単位：mm） 

 

表－2 材料特性値一覧（単位：N/mm2） 

 

材料 適用箇所 記号 特性値 備考
σc 76.8
Ec 39200
σc 60.3
Ec 32800
fu 550
fy 400
Es 200000
σu 1962
σy 1812
Es 191000

鉄筋

PC鋼材

コンクリート
σ=79

σ=29

床版部

間詰部

D13
D19

1S15.2
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後，試験体の疲労破壊性状の確認を目的に図－3に示すように 4万回

載荷毎に 50kN ずつ荷重を増加させ，試験機の最大荷重である 490kN

まで荷重を増加させた．所定回数載荷後に床版中央部において静的

載荷を行い，床版のたわみ，鉄筋・コンクリートひずみ，目地部目開

き量を計測した．  

３．試験結果と考察 

 図－4に床版中央部における載荷回数－たわみ関係を示す．総たわ

みは各荷重段階の最大荷重時，残留たわみは除荷時に計測した値，ま

た，活荷重たわみは総たわみから残留たわみを差し引いた値を示し

た．総たわみおよび残留たわみは，載荷回数の増加とともに漸増して

いるものの，活荷重たわみはいずれの荷重段階においてもおおよそ

一定の値を示した．その他の計測位置においても同様の傾向を示し

ており，継手構造に起因するたわみの急激な変動は確認されなかっ

た．図－5に橋軸直角方向（床版支間方向）の変位計測位置とたわみ

の関係を示す．値は 490kN 載荷時の総たわみを示した．載荷回数の

増加とともにいずれの計測位置においても総たわみは増加している

ことが確認された．また，支間中央を中心にして左右のたわみを比較

すると，おおよそ同等の値を示していることが確認された．これよ

り，ループ鉄筋を傾斜配置しても，橋軸直角方向のたわみ挙動に差は

ないと考えられる．図－6 に載荷回数－目開き量関係を示す．図は載荷点直下における値を示しており，それぞれ

の値の表示形式は図－4 と同様とした．たわみの場合とは異なり，各荷重段階での目開き量は変動しており，一定

の値を示さなかった．一方，100年相当の疲労耐久性である 250kN×10万回時に着目すると，最も大きい値で 0.07mm

であり，極めて小さな目開き量であった．その後の水張試験では，下面の目地部からの漏水は確認されなかった．

また，490kN×20 万回まで載荷しても，疲労による押抜きせん断破壊は生じなかったことから，改良型ループ継手

は十分な疲労耐久性を有していると考えられる． 

４．まとめ 

 ループ継手を傾斜配置しても，本研究の範囲内では 100 年相当の疲労耐久性を有することが確認できた．今後実

用化へ向けてさらに検討を進める所存である．  
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図－4 載荷回数－たわみ関係   図－5 変位計位置－たわみ関係   図－6 載荷回数－目開き量関係  
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写真－1 輪荷重走行試験機 

 

 

図－3 荷重ステップ図 
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